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全身性エリテマトーデス患者におけるポリファーマシーの有病率と関連因子： 
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天理よろづ相談所病院に通院中の SLE 患者 261 人を対象に、ポリファーマシーと関連する因

子を調査しました。5剤以上のポリファーマシーは 70%、10剤以上のポリファーマシーは 19%

の患者にみられました。5 剤以上のポリファーマシーは、高齢、長期罹病、高疾患活動性、グ

ルココルチコイドや免疫抑制薬の使用と関連しており、10剤以上のポリファーマシーは、複数

の病院への通院、併存疾患の多さ、生活保護の受給と関連していました。本研究により、SLE

におけるポリファーマシーは、疾患の重症度や併存疾患などの医学的要因だけでなく、通院パ

ターンや経済状況などの社会的要因の影響も受けることが明らかになりました。また、SLEに

対する積極的な治療を行い疾患活動性を抑え、グルココルチコイドの中止を目指すことが、ポ

リファーマシーの是正に寄与する可能性があります。 

 

https://doi.org/10.1093/mr/roac155 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Copyright (c) Japan College of Rheumatology All rights reserved. 

https://doi.org/10.1093/mr/roac155

